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＊発行者は、糊抜き・精練・漂白工程の担当事業者

供給する綿（糸・生地：品番名　　　　）について、以下の通り、基準に適合する薬剤を用い、従来の工程と比較して化学物質の使用量を増加させることなく、処理に要するエネルギー使用量（CO2排出量）を削減した精練等を行っていることを証明します。

１．加工工程での使用薬剤、エネルギー使用量
[bookmark: _GoBack]　＊該当する□欄にチェックのうえ、「使用薬剤名、使用量」、「処理に要するエネルギー使用量（CO2排出量）と削減方法」を記載してください。
	工程
	工程有無
	使用薬剤名※、使用量
	処理に要するエネルギー使用量
（CO2排出量）と削減方法

	糊抜き
	□あり
□なし
	例：酵素（アミラーゼ）

	例:ボイラー60℃×○分（又は○MJ/糸1kg）
糊付を澱粉糊にすることで化学糊を使用するよりも低温処理を行う


	精練
	□あり
□なし
	
	

	漂白
	□酸素系漂白あり
□なし
	
	

	蛍光増白加工
	□あり
□なし
	※蛍光増白剤を使用の場合は認定基準に適合しません。
	



※使用薬剤について、使用可能な薬剤例にある薬剤以外は、認定基準書4-1-1.(4)の水生環境に有害な化学物質に該当しないことが分かる資料（安全データシート（SDS）、試験結果など）を添付ください。酸素系漂白で水生生物に有害な化学物質の使用の例外を適用する場合は、２についても証明が必要となります。

【水生環境に有害な化学物質】
	以下に該当する水生環境に有害な化学物質は、原則として使用不可
・「GHS化学品の分類および表示に関する世界調和システム」による以下の区分
H400、H410、H411
・EU「リスクフレーズ（Direction 67/548/EEC）」に基づく以下の分類
R50、R51、R52、R53
	使用可能な薬剤例：

酵素、クエン酸、酢酸、
グルコン酸ソーダ、ソーダ灰、陰・陽・非イオン活性剤（天然脂肪酸のパルミチン酸Na、オレイン酸Na、ステアリン酸Na、ラウリン酸Naなど。これ以外の界面活性剤は表4の要件を満たすこと）

	上記区分が明らかでない薬剤については、以下を満たす薬剤は使用可
・Global Organic Textile Standard（GOTS）において使用が認められている薬剤
・以下の条件を満たすことが確認できる薬剤
経口毒性　LD50>2000mg/kg　かつ以下のいずれかに適合
水生生物毒性　LC50、EC50、IC50>100mg/L以上　または
生分解度70%以上の場合　水生生物毒性LC50、EC50、IC50>10mg/L　または
生分解度95%以上の場合　水生生物毒性LC50、EC50、IC50>1mg/L
	



※酸素系漂白において、水生環境に有害な化学物質の使用の例外（CO2排出量の30％以上削減）を適用する場合は、　本ページの提出が必要です。

２． 従来工程との比較の詳細と使用薬剤の扱いについて（別紙による説明でも可）

	比較内容
	従来工程	
	申込工程

	工程の概要
	例）アルカリ精練、アルカリ法による過酸化水素漂白


	例）還元中和法によるオゾン漂白、中性法による過酸化水素漂白



	CO2排出量
（CO2-g/糸1kg）
	

	


	使用薬剤
使用量
	※従来工程で一般的に使用される薬剤の種類、使用量を記載ください。

	従来の工程と比較して水生環境に有害な化学物質の使用量を削減しているか？
　□はい　／□いいえ

	
	
	※申込工程で使用される薬剤の種類、使用量を記載ください。


	水生環境に有害な化学物質の処理
	
	該当する成分を繊維中および排水中に残していないか？
　□はい　／□いいえ

	
	
	※処理方法について説明ください
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